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対•象は、うつ病患者を配偶者にもつ3 名で、60代女性B さん、6 0才女性C 名、5 0才男性C さんの計 
3 名であった。 うつ病患者の配偶者が経験した函難感を表すテーマとして、B さんから「誰にも相談で 
きない」 「人との交わりが切れていく」 「一人で居られる時間がない」 「病気のために同じことをし 
つこく言われる」 「病状を気にして本人に何もいえない」 「主人を餛先する思いが伝わらない」 「何 
が原因か分からない」という7 のテーマ。C さんから「うつ病になることが理^i?-できない」 「家族とし 
て一番いい接し方ができない」 「夫がうつ病から立ち直れない」 「生きてはいたいが食事は拒否する」 
「夫の訴えだけで薬が強くなる」という5 のテーマ。D さんから「見たこともない主人」 「賴"神科から 
すぐには退院できなかった」 「自分の言葉で靈荷を与えてしまう」 「失の症状について聞ける場がな 
い」 「自分で考えても何度も失敗する」 「信じることを否定されてしまう」 「どうしようって思うよ 
うな金額」 「知らないところで娘に我慢をさせていた」 「なんでを止められない」という9 のテーマ 
をそれぞれ得た。
これらに共通するテーマは、 「なんで、というやる瀨のない思い」 「配偶者としての患者との接し 















(備考） 1 . 研究の目的•方法•結果•考察•総括の順に記載すること。 （1，200字程度) 
2 . ※印の欄には記入しないこと。
